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１．はじめに  

 首都高速道路神奈川管理局管内では，交通安全対策のひとつと

して注意喚起看板や路面標示等の設置を進めている．これに伴い

対象区間における事故は減少しているが，分流部等場所によって

はドライバーが受け取る情報が多くなり，走行安全性，快適性等

を阻害している可能性がある． 

 そのため，走行中の情報提供施設（標識や路面標示等）の視認状

況を確認し，情報過多となりドライバーが情報を読み取れていな

い情報はどのような箇所にあり，どのような情報提供施設なのか

を明らかにし今後の交通安全対策検討の基礎資料にするためアイ

カメラを用いた調査を行った． 

２．調査概要と調査エリアの整理  

 本調査では走行中のドライバーの視認状況を把握するためアイ

カメラを 4 人の被験者に装着してもらい，図-1 に示す対象エリア

を全員に走行してもらった．アイカメラの注視点出力イメージか

ら，ドライバーが何を注視しているのかを分類し，注視状況を整理

した． 

対象エリアは単路部（直線区間：曲率半径 500ｍ以上），単路部

（カーブ区間：曲率半径 500ｍ未満），分流部（分岐ノーズ手前 500

ｍ），合流部（テーパー端手前 500ｍ）本線料金所（ブース手前 500

ｍ）の路線形状で分類した． 

本調査の対象エリア内において情報提供施設は 2，250 箇所設置

されており，表-1 に示す 8 項目 13 種類に分類した． ①案内標識

と③安全対策看板（法定外看板）に関しては情報内容等によりさら

に細かく分類をし整理した．施設数としては①案内標識【施設案

内】が最も多く，次点が⑤規制標識であった． 

３．取得データの分析方法

 まず，対象エリアを 10ｍ間隔（以下 1断面）で分割し，1断面
に 13種類に分類した情報提供施設がいくつあるかを整理した．
次にアイカメラから得られた注視点の出力イメージが情報提供

施設に 0.165秒以上（1/30秒で 5コマ以上）停留していた状態を
注視したとし 1)，各被験者が注視した情報提供施設を整理した．
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図-1 走行ルート

表-1 情報提供施設の分類と内訳

図-2 路面標示への注視点停留状況
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そして，情報提供施設総数のうち，被験者が注視し

た情報提供施設の割合を注視率として定義した．なお

本調査では，4人の被験者の注視率の平均を注視率とし
て算出した．

注視率＝
注視した情報提供施設数�被験者全員分�

情報提供施設×被験者の人数

４．分析結果 

右に①１断面における情報提供施設数と注視率の関

係（図-3），②情報提供施設の種類と注視率の関係
（図-4），③道路形状別と注視率の関係（図-5），④デザ
イン別の安全対策看板と注視率の関係（図-6）について
分析を行った結果をグラフにて示す．

①では 4 施設以上になると注視率が低下する傾向が
みられた． ②では案内標識【分岐案内】と路面標示の

注視率が高く共に注視率が 40％を超えていた．一方で
注意喚起として設置している安全対策看板は注視率が

20％程度と低い結果となった．③では本線料金所にお
ける注視率が極端に低い結果となった．④では文字単

体に比べて，文字とイラストでデザインした安全対策

看板の方が注視率が高い傾向にあり，特に大型の看板

はさらに注視率が高かった． 

５．まとめ 

安全対策として注意喚起情報を設置する場合，その

効果を向上させるためには１断面に情報提供施設が４

施設以上ある断面は避け，さらに分流部の案内標識等

が設置されている断面では案内標識が優先的に注視さ

れるため分流部の十分手前（案内標識と同断面になら

ない位置），もしくは分流後に設置することが望ましい

と考える．

あわせて，文字単体の看板は更新のタイミングで文

字とイラストでデザインした看板に変更していくこと

で安全対策の有効性を高めていきたい．
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図-3 1断面における情報提供施設数別の注視率

図-4 情報提供施設種類別の注視率

図-5 道路形状別の注視率

図-6 注意喚起看板デザイン別の注視率
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